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ゴムは超弾性材料として定義されます。

超弾性体とは、サイバネットシステム様のホームページ

で、確認できます。定義の一般的表現は、

W（λ）＝∫σｄλ
となり、エネルギーは非線形的に

増加減します。

サスペンション用ゴム部品
上下、左右、前後の変形に

超弾性材を適用して解析する。
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ゴムは非圧縮性を示し、伸張比の関係をテンソルで示します。
特に、I3=１ 非圧縮性から、圧縮と伸張の関係は等価になります。

λは各主軸方向の伸張比（＝ひずみε＋１）です。

解析に使用する際の表現式は、一般的には次のようなものがあります。

１）Neo-Hookeanモデル W=C10(I1-3)
２）Mooney-Rivlin W=C10(I1-3)＋C01(I2-3)
３）Mooney ３次式

W=C 10 (I1-3)＋ C 01 (I2-3)＋ C 11 (I1-3) (I２-3)

＋ C 20 (I1-3) ２＋C 30 (I1-3)３
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ゴムは非圧縮性を示し、伸張比の関係をテンソルで示します。
特に、I3=１ 非圧縮性から、圧縮と伸張の関係は等価になります。

λは各主軸方向の伸張比（＝ひずみε＋１）です。

よくある質問に、製品の多くは圧縮側で使用されますが、なぜ二軸伸張試験という
伸張側の試験で定義するのですか。それは正しい方法ですか？ と良く聞かれます。
回答）ゴムの非圧縮性で回答になりますが、付け加えますと、一方を圧縮すると他方が
伸張になり、これらの各伸張比λを完全に定義できる二軸伸張試験は最良の方法です。
更に圧縮で均等に変形は難しいのですが、伸張すれば均等に低荷重で変形します。

一軸拘二軸伸張試験

解析により有効領域は均一に
変形していることがわかります。

シート部の変形概要（ひずみコンター図）
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